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第4表 有毒ガス防護判断基準値 

項  目 
有毒ガス防護 
判断基準値 

選 定 理 由 備 考 

塩酸 50ppm 
NIOSH（米国国立労働安全衛
生研究所）の IDLH 値（急性
の毒性限度）に基づき設定 

有毒ガス評価ガイド 
3.2 有毒ガス防護判断基準
値の設定 
1)～6)の考えに基づき、発電
用原子炉設置者が有毒ガス防
護判断基準値を設定している
ことを確認する。 

アンモニア 300ppm 

ヒドラジン 10ppm 

有害性評価書（化学物質評
価研究機構）及び許容濃度
の提案理由（産業衛生学雑
誌40巻、1998）に基づき設
定 

塩素 10ppm 
NIOSH（米国国立労働安全衛
生研究所）のIDLH値（急性
の毒性限度）に基づき設定 
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(6) 形状係数 

建屋の形状係数は1/2（注）とする。 

（注）「発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針」昭和57年1月28日原

子力安全委員会決定、平成13年3月29日一部改訂 

 

4.1.6 有毒ガス濃度評価 

有毒ガス濃度評価においては、緊急時対策所換気設備の外気取入口における濃度

を用いる。緊急時対策所換気設備の外気取入口に到達する有毒ガスの濃度は、

「4.1.4 有毒ガス放出率の計算」及び「4.1.5 大気拡散の評価」の結果を用いて、

次式を用いて算出する。 

 

C   = 𝐶𝑀 × 22.4 × 𝑇273.15 × 10  C = E ×       （液体状有毒化学物質の評価） C = 𝑞  ×     （ガス状有毒化学物質の評価） 

Cppm：外気濃度(ppm) 

C：外気濃度(kg/m3)=(g/L) 

M：化学物質の分子量(g/mol) 

T：温度(K) 

E：蒸発率(kg/s) 

qGW：質量放出率(kg/s)    ：相対濃度(s/m3) 

 

4.1.7 有毒ガス防護判断基準値 

有毒ガス防護判断基準値については、有毒ガス評価ガイドの考え方に従い、NIOSH

（米国国立労働安全衛生研究所）で定められているIDLH値（急性の毒性限度）及び

日本産業衛生学会が定める最大許容濃度等を用いて、有毒化学物質ごとに設定する。

固定源の有毒ガス防護判断基準値を第4表に示す。 

 

4.1.8 有毒ガス防護判断基準値に対する割合 

固定源について、「4.1.6 有毒ガス濃度評価」の計算結果を「4.1.7 有毒ガス

防護判断基準値」で除して求めた値について、毎時刻の濃度を年間について小さい

方から順に並べた累積出現頻度97％（注）に当たる値を用いる。 
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第4表 有毒ガス防護判断基準値 

項  目 
有毒ガス防護 
判断基準値 

選 定 理 由 備 考 

塩酸 50ppm 
NIOSH（米国国立労働安全衛
生研究所）の IDLH 値（急性
の毒性限度）に基づき設定 

有毒ガス評価ガイド 
3.2 有毒ガス防護判断基準
値の設定 
1)～6)の考えに基づき、発電
用原子炉設置者が有毒ガス防
護判断基準値を設定している
ことを確認する。 

アンモニア 300ppm 

ヒドラジン 10ppm 

有害性評価書（化学物質評
価研究機構）及び許容濃度
の提案理由（産業衛生学雑
誌40巻、1998）に基づき設
定 

塩素 10ppm 
NIOSH（米国国立労働安全衛
生研究所）のIDLH値（急性
の毒性限度）に基づき設定 

 

  
























